
　「益田＋景観」冬号では、「平成 23年度景観ワークショッ

プ第２回」を特集！第２回は、11 月の飯浦地区へ漁村景

観を訪ねました。

　【海と共に生きる漁村景観】では、漁村景観、海の周辺

の景観の見所ポイントを掲載しています。

　【景観を支える人たち】では、NPO 法人久城伝承文化顕

彰会、安田地域づくり協議会を取材し、地域の「花」とい

う景観資源を育む活動について伺いました！

　今号は、日本海が育んだ益田の海の景観の魅力をぎっし

りと詰めてお届けします。

【特集】漁村の風景を訪ねて
平成23年度益田市景観ワークショップ

海と共に生きる漁村景観

景観を支える人たち
　　＊NPO法人久城伝承文化顕彰会

　　＊安田地域づくり協議会
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【飯浦漁港の風景】
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平成 23年度 3月発行

この情報誌は近畿大学建築学部都市計画研究室が作成しています。平成 21 年度から大阪の学生が益田に訪れていますが、益田

の人々にとって当たり前の風景も、近畿大学の学生である私たちにとっては、特別な素晴らしい風景なのです。益田景観に対し

て取り組みを行なう市民の方々や、私たちがこれまでに取り組んできた活動の紹介、益田で感じた魅力を情報誌に収めています。
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景観を
支える人たち

　豊かな景観は、それらをより良くしていこうと考え、行動に移している人たち
によって支えられています。益田では様々な団体がそれぞれの想い、目的で景観
まちづくり活動を行っています。

スクモ塚古墳の上から街並みと日本海
を望む

大賀ハス（古代ハス）の花

国道 9号線沿いに咲く菜の花

菜の花ウォークの様子

　

ス
ク
モ
塚
古
墳
周
辺
で
は
夏
、
ピ
ン
ク
色
の
大
輪
の
花
が
咲
き
ま
す
。
今
で

は
そ
の
花
見
た
さ
に
多
く
の
人
が
県
内
外
か
ら
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
久
城
町

に
あ
る
ス
ク
モ
塚
古
墳
は
、
全
長
百
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後

円
墳
で
あ
り
、
石
見
で
は
も
ち
ろ
ん
、
島
根
県
内
で
も
最
大
級
の
古
墳
と
し
て

有
名
で
す
。
こ
の
地
を
治
め
た
豪
族
の
墓
で
、
五
世
紀
頃
に
築
造
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
の
目
の
前
に
お
住
ま
い
の
貴
田
さ
ん
が
、
理
事
長
他
会
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
、
島
根
県
斐
川
町
（
現
出
雲
市
）
荒
神
谷
遺
跡
公
園
か
ら
古
代
ハ
ス
の
小

さ
な
蓮
根
を
譲
り
受
け
た
の
は
十
年
程
前
の
こ
と
で
す
。
種
か
ら
の
栽
培
は
大

変
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
六
月
、
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
花
は
六
月
末
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
咲
く
た
め
、
七
月
で
あ

れ
ば
必
ず
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

ス
ク
モ
塚
古
墳
の
魅
力
は
、
古
代
ハ
ス
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
々
古
墳

は
景
色
の
良
い
所
に
造
ら
れ
る
よ
う
で
、
こ
の
ス
ク
モ
塚
古
墳
か
ら
見
る
益
田

の
景
色
も
絶
景
で
す
。
自
然
が
豊
か
な
こ
と
や
、周
辺
が
良
い
漁
場
で
あ
る
た
め
、

漁
火
も
見
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
見
る
夕
日
も
美
し
い
で
す
。

　

地
元
の
み
な
さ
ん
は
、
出
来
れ
ば
古
墳
周
辺
を
人
が
集
ま
る
公
園
、
景
観
が

美
し
い
公
園
に
な
れ
ば
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
城
伝
承
文
化
顕
彰
会
の
会
員
は
現
在
約
三
十
名
だ
そ
う
で
、

今
も
な
お
、
多
く
の
人
が
、
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
こ
の
景
観
を
守
り
続
け

て
い
ま
す
。
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　最終号となる春号では、12 月に開催された第三回景

観まちづくりワークショップを特集。本年の締めくくり

としての総括と、２月に開催された景観シンポジウムに

ついての記事を併せて掲載します。

久
城
伝
承
文
化
顕
彰
会
・
元
副
理
事
長　
　

貴
田　

富
雄
さ
ん

安
田
地
域
づ
く
り
協
議
会 

事
務
局　
　

福
原　

拓
夫
さ
ん

４

　

安
田
地
区
は
、
新
興
住
宅
地
と
昔
か
ら
の
集
落
の
二
面
を
併
せ
持
っ
て
い
る

も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
同
士
の
交
流
が
少
な
い
こ
と
や
少
子

高
齢
化
、
休
耕
田
の
増
加
が
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
安
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
地
区
の
休
耕
農
地
や
荒
れ
地
を
「
何
と
か
し
た
い
」
と
い
う
住
民
の

思
い
か
ら
、
荒
れ
地
に
菜
の
花
を
栽
培
す
る
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
春
に
な

る
と
、
菜
の
花
で
一
面
黄
色
に
染
ま
っ
た
景
色
は
、
国
道
９
号
線
を
通
行
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
行
人
に
季
節
を
感
じ
さ
せ
、
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
に
農
地
が
荒
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
景
観
を
保
つ
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
景
観
を
保
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
地
域
の
人
た

ち
に
も
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
会
で
は
様
々
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
菜

の
花
の
開
花
時
期
に
は
「
菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク
」
や
「
菜
の
花
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
行
わ
れ
、
初
夏
に
は
収
穫
し
た
菜
種
を
利
用
し
た
菜
種
油
の
製
造
販
売
や
料

理
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
菜
種
油
の
収
益
は
、
次
年
度
の
菜
の

花
栽
培
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
菜
の
花
栽

培
を
中
心
に
し
た
別
組
織
と
し
て
「
農
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
菜
の
花
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
、
活
動
は
ま
す
ま
す
拡
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
の
「
安
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
で
は
、
菜
の
花
栽
培
を
は
じ
め
と
す

る
「
景
観
づ
く
り
」
を
中
心
に
、「
健
康
づ
く
り
」「
生
き
が
い
づ
く
り
」「
地

域
づ
く
り
（
人
づ
く
り
）」
と
い
う
４
つ
を
軸
に
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
景
観
を
つ
く
り
あ
げ
る
過
程
で
、
地
域
・
人
も
育
ま
れ
る…

景
観

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、
人
・
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
と
大
き
く
関
係

し
て
い
ま
す
。




